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平成 29 年 9 月 8 日 

  各  位 

会 社 名  タキヒヨー株式会社 

代表者名  代表取締役社長執行役員 滝 一夫 

(コード番号 9982 東証・名証市場第一部) 

問合せ先  取締役専務執行役員 

スタッフ部門統轄    武藤 篤 

(TEL. 052-587-7111) 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 29 年 3 月 31 日に公表した業績予想を下記の通り修正いた

しましたのでお知らせいたします。 
 

記 

  
 
1. 平成 30 年 2 月期第 2四半期(累計) 連結業績予想数値の修正 

(平成 29 年 3 月 1日～平成 29 年 8 月 31 日) 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益     

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

37,500 

百万円 

300 

百万円 

300 

百万円 

2,900 

円 銭 

310.91 

今回修正予想(Ｂ) 34,800 △800 △740 2,300 246.58

増 減 額(Ｂ－Ａ) △2,700 △1,100 △1,040 △600 ― 

増  減  率(％) △7.2 ― ― △20.7 ― 
(ご参考)前期第2 四半期実績 

(平成 29年 2月期第 2四半期) 
38,408 774 722 411 44.16 

 

 

2. 平成 30 年 2 月期通期 連結業績予想数値の修正 

(平成 29 年 3 月 1日～平成 30 年 2 月 28 日) 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益     

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

80,000 

百万円 

1,300 

百万円 

1,300 

百万円 

3,500 

円 銭 

375.23 

今回修正予想(Ｂ) 74,700 △460 △380 2,500 268.02

増 減 額(Ｂ－Ａ) △5,300 △1,760 △1,680 △1,000 ― 

増  減  率(％) △6.6 ― ― △28.6 ― 
( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 9 年 2 月 期 ) 
77,952 1,101 1,089 676 72.55 
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3. 平成 30 年 2 月期第 2四半期(累計) 個別業績予想数値の修正 

(平成 29 年 3 月 1日～平成 29 年 8 月 31 日) 

 
売 上 高 経 常 利 益      四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

34,200 

百万円 

100 

百万円 

2,800 

円 銭 

300.19 

今回修正予想(Ｂ) 31,500 △600 2,500 268.02

増 減 額(Ｂ－Ａ) △2,700 △700 △300 ― 

増  減  率(％) △7.9 ― △10.7 ― 
(ご参考)前期第2 四半期実績 

(平成 29年 2月期第 2四半期) 
35,399 540 287 30.79 

 

 

4. 平成 30 年 2 月期通期 個別業績予想数値の修正 

(平成 29 年 3 月 1日～平成 30 年 2 月 28 日) 

 
売 上 高 経 常 利 益      当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

74,000 

百万円 

1,000 

百万円 

3,300 

円 銭 

353.79 

今回修正予想(Ｂ) 68,100 △350 2,600 278.74

増 減 額(Ｂ－Ａ) △5,900 △1,350 △700 ― 

増  減  率(％) △8.0 ― △21.2 ― 
( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 9 年 2 月 期 ) 
72,011 777 502 53.91 

 

(注)当社は、平成 29 年９月１日付で普通株式 5株につき 1株の割合で株式併合を実施しており

ます。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、1 株当たり四半期純利

益および 1株当たり当期純利益を算定しております。 

 

 

5. 修正の理由 

当第 2 四半期累計期間について当社は、これまで強みとしてきたＯＥＭ（得意先ブラン

ドの製造受託）・ＯＤＭ事業（企画段階からの製造受託）の再構築に向け、素材・デザイン・

機能性・ファッション性など企画・提案段階から業務の見直しを進めているところであり

ます。しかしながら主力事業であるレディスアパレルは、春夏物商品の受注不足により苦

戦を強いられることとなり、加えて今夏の天候不順の影響を受け、秋冬物商品による挽回

も厳しい状況が続くと予測しております。 
こうした状況の中で、第 2 四半期累計期間の業績は、売上高の減収と共に営業損失、経

常損失を計上するに至り、親会社株主に帰属する四半期純利益（個別業績においては四半

期純利益）についても前回発表の予想数値を下回る見込みであります。 
併せて、通期の業績予想数値についても見直しを行っております。 
なお現時点で、前回発表した年間配当予想に変更はございません。 

 

以上 


